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研究成果の概要（和文）：　東アジアにおける記憶の共有についての学際研究のモデルの構築作業を行った。まずは、
複数の学問分野の方法をクロスオーバーさせた方法によって事例研究を積み重ねた。主として、長崎をフィールドとし
た歴史記憶をめぐる表象の政治についてのメディア論的分析、中国帰国者たちが想起する満州に関するエスノグラフィ
、研究モデル構築のための試案の作成と公表である。また、これらに関連した個別のテーマの研究成果も生まれた。
　長崎に関する研究と中国帰国者に関する研究は、学会やシンポジウム等での報告を経て、論文として公開している。
研究モデル構築については、既に行った口頭発表を踏まえて、今年度末に国際会議で最終報告する。

研究成果の概要（英文）： In this project we intended to construct a interdisciplinary research model to 
investigate the modi how people in East Asia share their memories of the 20th century. First, we took a 
course of conducting case studies which cross over the methods of some academic disciplines, such as 
sociology, history, and narratology. Our main subjects are media analysis of the politics of 
representation regarding historical memories in Nagasaki, ethnography of memories of Manchuria under the 
Japanese people returned to Japan from China, and making tentative plans for building research model.The 
research findings about memories in Nagasaki and those under the Japanese returned from China were 
published in academic journals, after presentations at academic conferences and meetings. Concerning the 
building of the research model we are going to present our final report on the basis of our achievements 
during the past 3 years at the international conference we will hold at the end of the fiscal year.
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究グループは、環東シナ海圏域におけ
る生の諸相を「自然との共生」、「他者との共
生」、「記憶との共生」の連接という観点から
共同調査している。プロジェクトの特徴の 1
つは、「記憶との共生」という局面に光を当
てることにある。その際、明らかになったの
は、(1)人文・社会科学の記憶研究は、今日な
お研究の基本モデルを共有していないとい
うこと、(2)他方で、集合的記憶研究をベース
とすることによって、人文・社会科学におけ
る理論的・方法的な対話が実現可能であるこ
とであった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、1980 年代の末以降人文・
社会科学において展開されてきた集合的記
憶に関する諸研究（メモリー・スタディーズ）
を、社会学なアプローチを軸にして 1 つの理
論-調査モデルに統合し、領域横断的な記憶研
究の基盤を構築することである。 
 具体的には、社会学、人類学、民俗学、歴
史学、ナラトロジー、都市計画を専門とする
研究チームを編成し、長崎と東アジア諸都市
をフィールドとして、東アジアにおける 20
世紀の記憶をめぐる調査を遂行する。調査結
果をめぐる議論を通して、今日まで必ずしも
十分に融合的な形で行われてはこなかった
諸研究領域のアプローチの間に対話的関係
を作り出し、集合的記憶を軸にした文系型の
共同研究の基本モデルの確立を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 複数の専門分野にまたがる研究方法を設
定し、長崎と東アジア諸都市における具体的
な調査研究を先行的に行い、そこで仮説的に
研究モデルを構築し、それを議論の場に供す
ることによって、モデルとしての精度を高め
る。最終的には具体的な調査の結果の説明力
の高さと構築したモデルの適用可能性によ
って成果を測る。 
 
４．研究成果 
 
 東アジアにおける記憶の共有についての
学際研究のモデルの構築作業を行った。まず
は、複数の学問分野の方法をクロスオーバー
させた方法によって事例研究を積み重ねた。
事例に関しては期間内に十分な成果の見込
めるものを精選した結果、長崎をフィールド
とした歴史記憶をめぐる表象の政治につい
てのメディア論的分析、中国帰国者たちが想
起する満州に関するエスノグラフィ、研究モ
デル構築のための試案の作成と公表が主た
るテーマとなった。また、これらに関連した
個別のテーマの研究成果も随時発表した。 
 事項で示すように、長崎に関する研究と中

国帰国者に関する研究は、学会やシンポジウ
ム等での報告を経て、論文として公開してい
る。研究モデル構築については、既に行った
口頭発表を踏まえて、今年度末に国際会議で
最終報告する。 
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